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　緑の風が清々しい季節です。先月４月２６日（日）の資源回収・奉仕作業では、大変お世話になり

ました。最後の資源回収では、保護者の皆様と子どもたち、教職員ともによい汗をかくことができて

よかったです。保護者の方が、子どもたちと町に出て回収作業をする機会をつくってくださったおか

げで、子どもたちは「新野東小学校です！」「ありがとうございました。」と元気よく町の人と話せ

ました。 

　今年度、新野東小学校の研究主題は「自分の意見や考えを伝えることができる（表現できる）子ど

もの育成」です。本校では「子どもたちが主体」となって取り組む教育活動を推進できたらと考えて

おります。参観授業での子どもたちの様子はいかがでしたか。PTA総会で原田会長さんが「子どもた

ちが主役の行事に」とお話しくださったように、行事や学習活動を通して、「自分で決めて行動でき

る」「相手の気持ちを考えて意見や考えを伝えたり、聞いたりできる」力を身に付けられるように応

援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

　 

　また、５月１７日（日）には、新野東小学校最後の運動会が開催され

ます。６年生は「できるだけたくさんの人に来てほしい！」と願い、そ

のために何ができるのかと考え、徳島新聞の折り込みに入れるチラシを

つくりました。自分たちの願いが届くように子どもたちが、文章や挿絵

も一生懸命作りましたのでご覧ください。これも「表現力を高める」と

いうねらいの一つの形になったと思います。ちなみに、もしよろしけれ

ばれば、ちらしにつけたQRコードからアンケートに回答してくださいます 

と子どもたちも励みになります。もちろん回答がなくても､大丈夫です。

運動会当日、皆様のご参加をお待ちしております。 

　連休が終わり、これから運動会の練習が本格的に始まります。疲れた

り、高くなった気温に体が慣れていなかったりと体調の変化があるかも

しれません。水分の用意や睡眠時間の確保など、よろしくお願いします。 

 

  最後の一升ヶ森事前学習（４月２２日） 

　新野東小学校全校児童で一升ヶ森に登るのは、これで

最後となります。これまで保護者の方が山道やアスレチ

ックを整備してくださって安全に登ることができました。

事前学習として「思い出に残る一升ヶ森学習にしよう」

と全校で話し合いました。「かけあがれロード」と「異学

年班で歩く区間」について意見が出た時、みんなが様々

な考えを発表して感心しました。低学年もホワイトボー

ドに自分の選んだ考えを書いて伝えることができました。

新野東小HP



最後の一升ヶ森学習当日（４月２４日） 

 １７３．５メートルの山頂まで異学年班で協力し合いながら登ります。

 

 

 

 

 

 

９時２０分学校スタート！丸太わたりまで、いっしょに登山。 

９時３５分「かけあがれロード」開始！                                              若竹の

スターター（山中先生）　　計時（久保脇先生）　トランシーバー（久米先生）          　　　　ように 

すくすく  
のびてね  
         
         
         
         

 「くもの巣ネット」を制覇できるか？「はいチーズ」

 「歌声の国」で踊って歌ってノリノリです！

朝日ににおう　廿枝の～♪ 

 

 

 

 

歌声 

響 か せ て 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全教室（５月７日） 

　新野駐在所の梶川さん、交通安全協会の兼田さん、泥川さん、石山さんのご指導のもと、横断歩道

の渡り方など歩行訓練（２年）、自転車点検・自転車の安全な乗り方、自転車検定（３年以上）を行

いました。子どもたちは、命を守る勉強だと意識して、真剣に取り組みました。「落ち着いた態度で、

上手にできています。」「自分から進んで手信号について質問できていていいですね。」などと褒めて

くださいました。「横断歩道を渡るときはうつむかないで、周りの様子を（できるなら半分まで右側、

半分からは左側をみて渡る」や「自転車に乗るときは右足をペダルに、後方確認を行う」などわかり

やすく教えてくださいました。梶川さんからは、交通ルールを守り、特に信号機のないところの横断

に気をつけてほしいというお話をいただきました。かけがえのない命を守るためにどのように判断し、

 行動したらよいかということを学ぶことができた交通安全教育でした。

 



　　　　　 

　　　　　　 

 

 


